
日
本
文
化
学
講
義
（
ウ
ェ
ブ
公
開
用
資
料
）

「
モ
デ
ル
小
説
」
か
ら
み
る

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
近
代

日
比

嘉
高　

第

・

回

　
島
崎
藤
村
、
写
実
小
説
の
ジ
レ
ン
マ

３
　
一
九
〇
七
年
の
モ
デ
ル
問
題

　
　
　
藤
村
の
小
説
を
機
に
巻
き
起
こ
っ
た
モ
デ
ル
論
議
。

　
　
　
そ
の
騒
擾
か
ら
な
に
が
見
え
る
か
―
―

モ
デ
ル
問
題
の
経
緯

▼

「
旧
主
人
」
以
降
の
藤
村
の
足
跡

　
一
九
〇
五
年
　
　
　
　
小
諸
義
塾
を
辞
職
、
東
京
・
西
大
久
保
へ

　
一
九
〇
六
年
　
　
　
『
破
戒
』
刊
行

　
一
九
〇
七
年
一
月
　
　
第
一
短
篇
集
『
緑
葉
集
』
刊
行
（「
水
彩
画
家
」
を
含
む
）

　
　
　
　
　
　
六
月
　
「
並
木
」
（
『
文
芸
倶
楽
部
』
臨
時
増
刊
号
「
ふ
た
昔
」
、
一
九
〇
七
年
六
月
）

・

モ
デ
ル
問
題
、
勃
発
―
―
藤
村
の
「
並
木
」

「
並
木
」
の
登
場
人
物
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
に
モ
デ
ル
が
い
る
と
さ
れ
、
彼
ら
が
反
論
を
書
く
と
い
う
噂
が
立
っ
た
。

■
引
用

■

「
文
芸
界
消
息
」
『
趣
味
』
一
九
〇
七
年
六
月

「
△
今
度
藤
村
氏
が
文
壇
知
名
の
文
士
を
主
人
公
と
し
て
小
説
を
書
い
た
の
で
二
文
士
は
そ
れ
に
就
い
て
大
に
自
分
の
意
見
を
書
く
さ

う
だ
一
寸
東
西
に
例
の
な
い
珍
話
で
あ
る
」

■
引
用

■

「
文
芸
風
の
便
」
『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
七
年
七
月
三
日

「
△
『
ふ
た
昔
』
所
載
の
藤
村
氏
の
『
並
木
』
の
主
人
公
相
川
は
馬
場
孤
蝶
氏
を
、
副
主
人
公
の
原
は
戸
川
秋
骨
氏
を
青
木
某
は
生
田

長
江
氏
を
高
瀬
は
藤
村
氏
自
身
を
最
も
露
骨
に
描
写
し
た
も
の
だ
さ
う
な
」

■
引
用

■

「
文
芸
界
消
息
」
『
国
民
新
聞
』
一
九
〇
七
年
七
月
五
日

「
▲
「
並
木
」
の
主
人
公
に
さ
れ
た
馬
場
孤
蝶
「
並
木
」
を
読
ん
で
曰
く
己
れ
だ
つ
て
之
れ
程
意
気
地
の
な
い
男
で
は
な
い
よ
と
目
下

五
十
頁
許
り
の
「
並
木
感
」
を
書
い
て
る
相
だ
」

・

田
山
花
袋
「
蒲
団
」
の
モ
デ
ル
問
題

『
並
木
』
の
モ
デ
ル
た
ち
の
反
論
と
同
月
、
田
山
花
袋
が
「
蒲
団
」
（
『
新
小
説
』
）
を
発
表
す
る
。
自
分
自
身
を
主
人
公

に
、
女
弟
子
に
対
す
る
ひ
そ
か
な
慕
情
を
書
い
た
。



■
引
用

■

「
文
芸
風
の
便
」
『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
七
年
九
月
二
三
日

「
△
田
山
花
袋
氏
の
「
蒲
団
」
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
生
某
と
、
岡
田
〔
マ

マ
〕

道
代
子
と
は
名
を
連
ね
て
「
モ
デ
ル
不
平
録
」
を
来

月
の
新
潮
に
掲
載
す
る
相
だ
、
妙
な
事
が
流
行
し
だ
し
た
も
の
だ
」

・

丸
山
晩
霞
の
藤
村
批
判
―
―
「
水
彩
画
家
」

■
引
用

■

「
文
芸
風
の
便
」
『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
七
年
九
月
一
五
日

「
△
島
崎
藤
村
氏
と
馬
場
孤
蝶
氏
の
友
情
は
『
並
木
』
事
件
以
来
面
白
く
な
く
な
つ
た
さ
う
だ
が
今
度
は
更
に
島
崎
氏
と
丸
山
晩
霞
氏

と
の
間
に
面
白
く
な
い
現
象
が
起
つ
て
来
た
と
云
ふ
、
原
因
は
藤
村
氏
の
『
水
彩
画
家
』
の
主
人
公
は
晩
霞
氏
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の

で
、
而
も
矢
張
り
実
際
と
作
物
の
上
と
の
相
違
や
矛
盾
を
摘
発
し
て
世
上
に
訴
ふ
べ
し
と
丸
山
氏
が
息
ま
い
て
居
る
」

・

モ
デ
ル
論
議
の
沸
騰

▼
一
九
〇
七
年
の
モ
デ
ル
論
議
　
主
要
関
係
作
品
と
記
事

〇
七
年
　
一
月
　
　
　
　
藤
村
『
緑
葉
集
』
刊
行
（
「
水
彩
画
家
」
を
含
む
）

〇
七
年
　
六
月
　
　
　
　
藤
村
「
並
木
」
発
表

〇
七
年
　
九
月
　
　
　
　
田
山
花
袋
「
蒲
団
」
発
表

　
　
　
　
同
月
一
五
日
　
特
集
「
事
実
と
作
品
」
『
文
章
世
界
』

〇
七
年
一
〇
月
　
　
　
　
〔
後
藤
〕
宙
外
「
自
然
派
と
モ
デ
ル
」
と
「
随
感
録
」
『
新
小
説
』
第
十
二
年
十
号

　
　
　
　
同
月
二
、
九
日
　
鸛
鵲
子
「
小
説
の
材
料
（
上
）
（
下
）
」『
東
京

二
六
新
聞
』

　
　
　
　
同
月
九
、
一
〇
、
一
三
、
一
五
、
二
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
芳
「
主
人
公
問
題
（
一
）
～
（
五
）」
『
や
ま
と
新
聞
』

　
　
　
　
同
月
一
四
日
　
　
素
堂
「
モ
デ
ル
事
件
」
『
万
朝
報
』

　
　
　
　
同
月
一
四
日
　
　
天
壇
「
所
謂
自
然
主
義
の
道
義
的
価
値
」
『
東
京
日
日
新
聞
』

　
　
　
　
同
月
一
五
日
　
　
河
漢
子
「
文
芸
時
評
」
『
日
本
及
日
本
人
』
第
四
六
九
号

　
　
　
　
同
月
二
〇
日
　
　
白
雲
子
「
無
題
録
」
『
読
売
新
聞
』
日
曜
附
録

　
　
　
一
一
月
　
　
　
　
「
時
評

作
品
と
模
型
」
『
帝
国
文
学
』
第
十
三
巻
第
十
一
、
第
一
五
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
文
芸
彙
報
」『
明
星
』
未
歳
十
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
彙
報

文
芸
界
」
『
早
稲
田
文
学
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
星
湖
、
島
村
抱
月
「
モ
デ
ル
問
題
の
意
味
及
び
其
の
解
決
」
『
早
稲
田
文
学
』
同
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
田
秋
声
「
事
実
と
想
像
」
『
趣
味
』
第
二
巻
第
十
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
葉
「
文
界
時
事
　
△
作
家
と
材
料
問
題
」
『
文
芸
倶
楽
部
』
第
拾
参
巻
第
拾
五
号

　
　
　
　
同
月
一
日
　
　
　
塚
原
澁
柿
「
自
然
派
に
対
す
る
注
文
」『
太
陽
』
第
十
三
巻
第
十
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
天
渓
「
余
白
録
」
『
太
陽
』
同
号

　
　
　
　
同
月
三
日
　
　
　
岩
野
泡
鳴
「
文
界
の
私
議
」
『
読
売
新
聞
』
日
曜
附
録

　
　
　
一
二
月
　
　
　
　
　
戸
川
秋
骨
「
モ
デ
ル
問
題
」
『
中
央
公
論
』

〇
八
年
四
月
七
日
～
　
　
　
藤
村
「
春
」
『
読
売
新
聞
』
に
連
載

・

論
議
の
争
点
─
─
文
芸
か
？

道
徳
か
？

　
論
争
は
、「
並
木
」
の
モ
デ
ル
た
ち
の
不
平
・
非
難
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
論
点
は
モ
デ
ル
を
使
っ
て
小
説
を
書

く
こ
と
の
可
否
を
め
ぐ
る
も
の
と
な
っ
た
。

Ａ
　
「
文
芸
」
を
支
持
す
る
立
場

■
引
用

■

「
時
評
　
作
品
と
模
型
」
『
帝
国
文
学
』
一
九
〇
七
年
一
一
月

「
作
家
が
そ
の
使
用
す
る
所
の
モ

デ

ル

模
型
そ
の
ま
ゝ
に
描
写
せ
る
と
否
と
は
、
そ
の
作
品
の
価
値
を
秤
量
す
べ
き
標
準
と
は
な
ら
ず
、
従
つ

て
、
作
品
と
模
型
と
を
比
較
し
て
、
そ
の
相
違
を
責
む
る
が
如
き
は
、
文
芸
批
評
家
の
所
論
と
し
て
、
頗
る
帰
路
に
そ外
れ
た
る
も
の
と

い
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
」



■
引
用

■

長
谷
川
天
渓
「
文
芸
雑
感
」
『
文
芸
倶
楽
部
』
一
九
〇
七
年
一
二
月

「
作
者
が
モ
デ
ル
を
取
り
て
其
の
性
格
を
発
展
せ
し
む
る
は
其
の
自
由
な
り
。
之
に
対
し
て
モ
デ
ル
た
り
し
者
は
、
吾
れ
は
斯
く
の
如

く
に
非
ず
と
力
味
出
し
た
り
と
て
、
何
の
利
か
あ
ら
ん
。
」

Ｂ
　
「
道
徳
」
を
支
持
す
る
立
場

■
引
用

■

柳
葉
「
文
界
時
事

△
作
家
と
材
料
問
題
」
『
文
芸
倶
楽
部
』
一
九
〇
七
年
一
一
月

「
元
来
作
家
が
何
を
書
か
う
と
自
由
な
る
に
は
相
違
な
け
れ
ど
作
家
と
て
人
間
な
り
現
社
会
の
一
員
な
り
、
親
も
あ
り
妻
も
あ
り
友
人

も
あ
る
人
に
相
違
な
け
れ
ば
、
夫
等
に
対
す
る
責
任
も
義
務
も
あ
る
人
に
相
違
な
し
、
文
学
者
な
れ
ば
徳
義
を
省
み
る
必
要
な
し
と
い

ふ
道
理
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
」

「
斯
る
事
件
は
是
を
文
学
上
の
問
題
と
な
し
文
学
絶
対
論
な
ど
担
ぎ
出
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
要
は
唯
文
学
者
の
徳
義
に
訴
へ
て
警

告
を
為
し
置
く
べ
き
も
の
な
ら
ん
也
」

Ｃ
　
双
方
を
分
け
て
判
断
す
る
立
場

　
Ａ
、
Ｂ
の
立
場
の
対
立
は
、
論
理
的
に
は
両
立
し
う
る
。
つ
ま
り
、
文
芸
上
は
良
く
て
も
道
徳
上
は
い
け
な
い
、
と
い

う
立
場
で
あ
る
。
こ
の
立
場
こ
そ
、
こ
の
時
代
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

■
引
用

■

「
文
芸
彙
報
」（
『
明
星
』
一
九
〇
七
年
一
一
月
）

「
◎
小
説
の
モ
デ
ル
に
就
い
て
世
評
を
惹
起
し
た
様
子
だ
が
、
作
家
が
モ
デ
ル
を
使
用
す
る
の
は
毫
も
非
難
す
べ
き
理
由
を
見
出
さ
ぬ
。

そ
れ
は
画
家
が
モ
デ
ル
を
使
用
す
る
の
と
同
じ
こ
と
だ
。
併
し
、
作
家
が
自
分
は
何
人
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
之
を
吹
聴
し
又
之
を
モ
デ

ル
に
使
用
し
た
る
人
々
に
告
げ
て
予
め
承
諾
を
求
め
る
の
は
間
違
つ
て
居
る
。
モ
デ
ル
を
写
す
た
め
に
モ
デ
ル
を
使
用
す
る
の
で
無
く

て
、
作
家
が
観
た
人
生
を
写
す
た
め
に
使
用
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
作
に
必
要
な
る
以
上
、
何
人
を
モ
デ
ル
と
す
る
も
自
由
で
あ
る
、

技
芸
上
に
は
少
し
も
差
支
へ
ぬ
け
れ
ど
、
若
し
何
人
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
わ
ざ
わ
ざ
公
言
す
る
こ
と
に
成
る
と
、『
並
木
』
対
馬
場
氏
の

関
係
の
如
く
、
モ
デ
ル
か
ら
抗
議
を
申
込
ま
れ
、
社
会
か
ら
非
難
さ
れ
る
こ
と
に
成
る
で
あ
ら
う
。
之
は
作
者
が
文
芸
上
の
良
心
に
は

少
し
も
苦
痛
を
感
じ
な
い
が
、
道
徳
上
の
責
任
は
之
を
引
受
け
ね
ば
成
る
ま
い
。

モ
デ
ル
論
議
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
か

　
一
九
〇
七
年
の
モ
デ
ル
論
議
の
発
端
に
は
、
ま
ず
「
道
義
」
的
な
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
の
問
題
が
あ
る
。「
一
部
の
人
士
間

に
は
、
か
う
友
人
の
事
を
書
く
の
は
い
ゝ
事
だ
ら
う
か
ど
う
か
と
云
ふ
事
が
問
題
に
成
つ
て
居
る
、
但
し
こ
の
問
題
の
意

味
が
、
文
芸
上
の
事
か
道
徳
上
の
事
か
は
聞
き
も
ら
し
た
。
」
（
「
緩
調
急
調
」
『
新
声
』
一
九
〇
七
年
八
月
）

　
こ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
時
期
に
固
有
の
文
学
界
の
変
化
が
影
響
し
た
。

・

文
学
者
側
の
要
因

リ
ア
リ
ズ
ム

取
材
領
域
の
変
化
　
作
家
の
身
辺
へ
（
＝
文
学
者
も
多
い
）

■
引
用

■

島
崎
藤
村
「
序
」
（
『
緑
葉
集
』
春
陽
堂
、
一
九
〇
七
年
一
月
）

「
　
予
が
北
部
の
信
州
に
入
つ
た
の
は
三
十
一
年
の
春
で
あ
つ
た
。
七
年
の
間
、
予
は
田
舎
教
師
と
し
て
小
諸
に
留
つ
て
、
荒
涼
と
し



た
高
原
の
上
の
生
活
を
眺
め
暮
し
た
。
真
に
『
田
舎
』
と
い
ふ
も
の
が
予
の
眼
に
映
じ
初
め
た
の
は
そ
の
頃
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
身
の
ま
は
り
か
ら
始
め
て
、
眼
に
映
じ
た
ま
ゝ
心
に
感
じ
た
ま
ゝ
を
写
し
て
見
よ
う
と
思
ひ
立
つ
た
。
予
は
先
づ
農
夫
の
粗
末
な

写
生
か
ら
始
め
た
。
」

■
引
用

■

鸛
鵲
子
「
小
説
の
材
料
（
上
）
」
『
東
京

二
六
新
聞
』
一
九
〇
七
年
一
〇
月
二
日

「
近
来
小
説
家
が
自
分
の
経
験
を
書
い
た
り
、
其
友
人
を
モ
デ
ル
に
使
ふ
こ
と
が
非
常
に
流
行
す
る
。
一
般
の
傾
向
が
、
自
分
の
経
験

或
は
自
分
が
親
し
く
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
実
際
に
感
じ
た
こ
と
を
、
精
細
の
且
つ
深
刻
に
書
く
様
に
な
つ
て
来
た
」

個
人
主
義
が
発
展
し
て
き
た
。「
だ
か
ら
詩
を
作
る
に
も
小
説
を
書
く
に
も
、
其
の
材
料
は
先
づ
自
分
が
実
際
泣
い
た
り
笑
つ
た
り
し
た

事
実
を
取
つ
て
之
れ
を
描
写
す
る
。
然
ら
ず
ん
ば
直
接
に
其
の
悲
し
み
や
喜
び
に
参
与
し
た
友
人
の
こ
と
か
、
或
は
見
た
り
聞
い
た
り

し
て
比
較
的
痛
切
に
感
じ
た
事
実
を
写
す
よ
り
外
に
方
法
は
な
い
。」

■
引
用

■

白
柳
秀
湖
「
自
然
主
義
と
虚
無
的
思
想
」
『
新
声
』
一
九
〇
七
年
一
二
月

「
此
の
如
く
に
し
て
瞑
想
の
時
代
は
来
た
、
沈
思
の
時
代
は
来
た
、
彼
ら
の
捉
へ
て
来
る
所
は
、
忌
憚
な
き
自
己
の
解
剖
、
懺
悔
で
な
け

れ
ば
親
し
い
友
人
や
知
己
の
事
ば
か
り
だ
、
彼
等
は
好
ん
で
自
己
の
周
囲
に
実
在
す
る
人
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
喜
ぶ
の
で
は
な
い
、
彼

等
が
人
生
の
真
実
を
描
か
ん
と
す
る
創
作
的
情
熱
は
、
自
然
に
彼
等
を
駆
つ
て
其
日
常
生
活
に
近
い
人
物
を
モ
デ
ル
に
と
ら
し
め
る
の

だ
、
決
し
て
浅
薄
な
好
奇
心
か
ら
旧
主
人
や
、
知
己
の
私
事
を
訐
発
し
や
う
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
」

・

メ
デ
ィ
ア
側
の
要
因

作
品
・
作
家
に
関
す
る
付
加
的
情
報
に
価
値
が
出
て
き
た
（
例
・
噂
話
の
掲
載
）
　

　
「
文
学
」
価
値
づ
け
の
上
昇

新
し
い
文
学
潮
流
〈
自
然
主
義
〉
と
関
連
づ
け
て
取
り
上
げ
ら
れ
た

・

読
者
側
の
要
因

小
説
と
作
品
・
作
家
に
関
す
る
付
加
的
情
報
と
を
交
差
さ
せ
て
読
む
読
書
慣
習
の
形
成

作
品
の
、　背
、　後
に
「
現
実
」
が
あ
る
、
と
い
う
期
待

ゴ
シ
ッ
プ
的
興
味

モ
デ
ル
問
題
か
ら
見
え
る
明
治
末
の
風
景
―
―
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
と
文
学

・

「
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
」
意
識

　
明
治
時
代
と
は
い
え
、
「
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
」
―
―
こ
の
言
葉
は
な
か
っ
た
が
―
―
に
つ
い
て
の
意
識
は
あ
っ
た
。

■
引
用

■

「
緩
調
急
調
」『
新
声
』
一
九
〇
七
年
一
一
月

「
■
僕
は
新
声
記
者
の
「
蒲
団
」
の
批
評
は
大
に
不
服
だ
、
事
実
を
書
い
た
か
ら
と
い
ふ
て
文
芸
上
の
価
値
が
左
右
さ
れ
る
事
の
無
い

の
は
記
者
の
い
ふ
通
り
だ
｛
が
｝
か
、
妄
り
に
人
の
私
事
を
天
下
に
公
表
し
た
と
い
ふ
道
徳
上
の
責
任
は
ど
う
し
て
も
免
れ
な
い
だ
ら
う
。
」



■
引
用

■

中
村
星
湖
、
島
村
抱
月
「
モ
デ
ル
問
題
の
意
味
及
び
其
の
解
決
」
『
早
稲
田
文
学
』
一
九
〇
八
年
一
一
月

「
写
真
的
な
、
あ
り
の
ま
ゝ
の
描
写
と
い
ふ
事
は
、
其
の
結
果
と
し
て
原
本
と
な
つ
た
人
物
事
件
を
暗
所
醜
所
ま
で
も
直
写
す
る
点
か

ら
、
ち
や
う
ど
新
聞
紙
の
摘
発
的
記
事
と
同
じ
影
響
を
其
の
人
に
与
へ
る
。
此
の
意
味
か
ら
モ
デ
ル
と
な
つ
た
人
は
不
平
を
言
ふ
で
あ

ら
う
。
ま
た
必
ず
し
も
暗
所
醜
所
を
描
か
ず
と
も
写
真
的
に
自
家
の
内
事
を
摘
発
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
み
ず
か
ら
に
対
し
て
既
に
不

満
を
懐
く
も
の
も
あ
ら
う
。
」

・

モ
デ
ル
た
ち
の
訴
え

【
資
料

】

馬
場
孤
蝶
「
島
崎
氏
の
『
並
木
』
」
『
趣
味
』
一
九
〇
七
年
九
月

【
資
料

】

「
並
木
」
の
副
主
人
公
・
原
某
「
金
魚
」『
中
央
公
論
』
一
九
〇
七
年
九
月
（
戸
川
秋
骨
執
筆
、「
並
木
」
の
続
編
小
説
）

【
資
料

】

丸
山
晩
霞
「
島
崎
藤
村
著
『
水
彩
画
家
』
主
人
公
に
就
て
」
『
中
央
公
論
』
一
九
〇
七
年
一
〇
月

【
資
料

】

蒲
団
の
ヒ
ロ
イ
ン
　
横
山
よ
し
子
「
『
蒲
団
』
に
つ
い
て
」
『
新
潮
』
一
九
〇
七
年
一
〇
月

【
資
料

】

中
山
蕗
峰
「
花
袋
氏
の
作
『
蒲
団
』
に
現
は
れ
た
る
事
実
」
『
新
声
』
一
九
〇
七
年
一
〇
月

抗
議
・
訂
正
の
訴
え
　

一
方
で
、
メ
デ
ィ
ア
空
間
で
発
言
し
う
る
こ
と
の
特
権
と
メ
リ
ッ
ト

迷
惑

・

周
囲
の
反
応

議
論
は
文
学
者
の
「
徳
義
」
や
「
道
徳
」
の
問
題
と
し
て
は
議
論
さ
れ
た
が
、
書
か
れ
た
モ
デ
ル
の
「
被
害
」
の
問

題
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
「
迷
惑
」
が
か
か
る
、
と
だ
け
。

し
か
も
書
か
れ
た
モ
デ
ル
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
場
合
、
一
般
論
と
し
て
か
、「
知
名
」
の
人
士
に
つ
い
て
だ
け
だ
っ

た
。
こ
れ
は
モ
デ
ル
問
題
が
藤
村
の
友
人
間
の
問
題
と
捉
え
た
論
者
が
多
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ば
岡
田
美
知
代
な
ど
の
よ
う
な
弱
い
立
場
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
誰
も
顧
み
な
い
。

そ
の
岡
田
で
さ
え
、
高
学
歴
か
つ
文
学
者
志
望
の
「
書
け
る
」
女
性
だ
っ
た
。

■
引
用

■

（
後
藤
）
宙
外
「
自
然
派
と
モ
デ
ル
」『
新
小
説
』
一
九
〇
七
年
一
〇
月

本
来
作
家
は
材
料
選
択
の
自
由
を
有
す
、
何
を
モ
デ
ル
に
取
ら
う
が
模
写
し
や
う
が
決
し
て
他
か
ら
咎
む
べ
き
理
由
は
な
い
。
そ
れ
故

単
に
友
人
を
モ
デ
ル
に
取
つ
た
と
い
ふ
だ
〔
け
〕
げ
で
は
問
題
に
な
ら
ぬ
。
け
れ
ど
も
明
か
に
何
人
か
を
指
し
て
、
そ
を
有
り
の
ま
ゝ
に
写
し

た
と
い
ふ
時
、
特
に
そ
の
人
物
は
社
会
上
知
名
の
人
で
あ
つ
て
、
作
中
の
人
物
を
通
じ
て
直
ち
に
其
の
人
格
の
如
何
を
議
せ
ら
る
ゝ
の

場
合
に
当
つ
て
は
、
少
く
も
一
考
を
値
す
る
の
問
題
と
な
ら
う
。
」

▼

で
は
、
ど
う
す
る
―
―
　
明
治
末
の
解
決

解
決
法
１

言
わ
な
け
れ
ば
問
題
は
起
こ
ら
な
い
の
だ

■
引
用

■

馬
場
孤
蝶
『
趣
味
』
一
九
〇
七
年
一
二
月

「
第
一
、
誰
を
モ
デ
ル
に
為
た
な
ど
ゝ
は
、
滅
多
に
は
い
ふ
ま
い
し
、
モ
デ
ル
が
誰
だ
か
、
す
ぐ直
に
は
当
り
の
付
か
ぬ
や
う
に
為
て
置
く

慣
例
で
あ
る
か
ら
、
少
し
も
心
配
は
無
い
。
今
問
題
に
の
ぼ
つ
た
作
家
島
崎
藤
村
子
で
も
、
か
う
い
ふ
用
意
は
何
時
も
為
て
居
る
の
で

あ
る
。
」

「
藤
村
氏
が
モ
デ
ル
の
何
人
な
る
か
を
公
言
し
た
こ
と
は
過
失
だ
」
（
「
文
芸
彙
報
」『
明
星
』
一
九
〇
七
年
一
一
月
）



解
決
法
２

道
徳
的
責
任
を
交
換
せ
よ

■
引
用

■

中
村
星
湖
、
島
村
抱
月
「
モ
デ
ル
問
題
の
意
味
及
び
其
の
解
決
」
『
早
稲
田
文
学
』
一
九
〇
七
年
一
一
月

「
当
面
の
疎
通
法
」

「
作
家
に
向
か
つ
て
成
る
べ
く
其
の
モ
デ
ル
は
云
々
の
人
で
あ
る
と
い
ふ
如
き
実
際
上
の
事
を
、
世
に
流
布
せ
し
め
ぬ
だ
け
の
用
意
が

あ
つ
て
欲
し
い
。
〔
…
〕
モ
デ
ル
と
せ
ら
れ
た
人
に
対
し
て
は
、
少
な
く
と
も
作
家
に
悪
意
の
動
機
な
く
ま
た
右
に
言
つ
た
だ
け
の
用

意
だ
に
あ
ら
ば
、
之
れ
を
〔
マ
マ
〕

己
み
が
た
い
世
相
と
見
て
、
作
家
の
志
を
諒
と
す
る
や
う
に
望
む
。
事
実
が
其
の
人
の
そ
の
ま
ゝ
で
あ
れ
ば
、

之
れ
を
読
ん
で
そ
れ
と
心
づ
く
も
の
は
、
矢
張
り
読
ま
ず
と
も
其
の
事
は
知
つ
て
居
る
道
理
で
あ
る
。
ま
た
甚
し
く
事
実
と
相
違
し
て

居
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
ま
た
事
情
を
知
つ
て
居
る
者
に
は
、
当
人
の
事
で
無
く
作
者
の
変
造
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
筈
で
あ
る
。
若
し

そ
こ
に
気
づ
か
ず
し
て
文
芸
上
の
作
品
に
現
は
れ
る
も
の
は
総
て
文
字
通
り
に
事
実
で
あ
る
と
誤
解
す
る
も
の
が
あ
つ
た
ら
、
そ
れ
は

誤
解
者
の
罪
で
あ
る
。
事
実
世
間
に
は
此
の
種
の
誤
解
者
が
あ
る
、
併
し
そ
れ
は
何
所
ま
で
も
誤
解
と
い
ふ
こ
と
即
ち
聡
明
の
度
の
足

ら
ぬ
と
い
ふ
罪
で
あ
る
か
ら
、
是
れ
が
為
め
正
当
者
に
歩
を
抂
げ
よ
と
強
ふ
る
訳
は
無
い
。
之
れ
を
要
す
る
に
、
作
者
と
モ
デ
ル
と
は

動
機
と
用
意
と
に
於
い
て
当
面
の
道
徳
的
責
任
を
交
換
す
る
外
は
あ
る
ま
い
。
」

文
学
空
間
の
変
化
―
―
大
正
文
壇
へ

▼

後
藤
宙
外
の
予
言
―
―
純
文
学
的
創
作
と
受
容
の
成
立
。
「
諜
者
の
眼
」

■
引
用

■

（
後
藤
）
宙
外
「
自
然
派
と
モ
デ
ル
」『
新
小
説
』
一
九
〇
七
年
一
〇
月

「
唯
吾
人
の
恐
れ
る
の
は
、
右
の
如
き
こ
と
が
文
士
間
に
大
流
行
に
な
つ
た
ら
何
う
か
。
既
に
流
行
の
徴
は
充
分
に
見
え
て
ゐ
る
、
こ

の
結
果
を
予
想
す
る
と
余
り
楽
し
い
も
の
で
は
な
い
。
又
感
服
す
べ
き
も
の
で
も
無
い
。〔
…
〕〔
…
〕
或
意
味
に
於
い
て
友
人
を
犠
牲

に
し
、
友
人
を
く
ひ
も
の

食
物
に
し
、
総
て
近
き
も
の
を
諜
者
の
眼
を
以
て
見
る
こ
と
に
な
ら
う
。
」

▼

「
純
文
学
」
共
同
体
の
成
立

■
引
用

■

高
橋
昌
子
『
島
崎
藤
村
　
遠
い
ま
な
ざ
し
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
四
年
五
月

「
こ
う
し
た
雑
誌
記
事
に
接
し
た
読
者
は
や
が
て
発
表
さ
れ
た
『
春
』
を
読
む
と
、
そ
れ
が
ま
っ
た
く
匿
名
的
、
暗
示
的
、
省
略
的
方

法
で
書
か
れ
て
い
て
も
、
予
備
情
報
と
符
合
さ
せ
な
が
ら
読
む
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
同
時
に
文
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
不
案

内
な
読
者
は
こ
こ
で
置
き
去
り
に
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
作
家
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
一
部
読
者
が
三
つ
巴
に
な
っ
て
、
作
品
を
作
品
外

の
事
実
と
の
関
係
に
お
い
て
読
む
、
と
い
う
読
書
法
の
形
成
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
」

▼

私
小
説
へ

■
引
用

■

金
子
明
雄
「
「
並
木
」
を
め
ぐ
る
モ
デ
ル
問
題
と
〈
物
語
の
外
部
〉
―
―
島
崎
藤
村
の
小
説
表
現
Ⅲ
―
―
」『
流

通
経
済
大
学
社
会
学
部
論
叢
』
一
九
九
五
年
三
月

「
モ
デ
ル
問
題
で
非
難
の
的
と
な
っ
た
暴
露
的
な
作
者
の
態
度
は
、
自
己
告
白
の
小
説
に
お
い
て
は
肯
定
さ
れ
る
べ
き
美
点
に
反
転
す

る
。
文
学
的
言
説
を
受
け
と
め
る
読
書
空
間
に
大
き
な
地
場
の
変
動
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」



▼

〈
事
実
へ
の
興
味
〉
の
抑
圧
と
回
帰

　
文
芸
上
の
問
題
と
し
て
の
〈
事
実
〉
へ
の
接
近
は
、
し
か
し
同
時
に
事
実
へ
の
関
心
の
「
魅
力
」
を
探
り
当
て
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
読
者
の
素
朴
な
知
り
た
い
欲
望
。
ゴ
シ
ッ
プ
的
興
味
。

■
引
用

■

「
緩
調
急
調
」『
新
声
』
一
九
〇
七
年
一
一
月

「×

『
趣
味
』
の
『
並
木
観
』
は
、
大
変
面
白
か
つ
た
。
楽
屋
落
だ
と
云
ふ
非
難
が
あ
る
が
、
読
者
は
、
作
物
の
み
に
満
足
せ
ず
し
て
、

作
家
の
経
歴
は
勿
論
、
日
常
の
一
挙
一
動
に
至
る
ま
で
、
成
る
べ
く
詳
細
に
知
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
も
の
だ
、
作
家
の
伝
記
、
逸
話
が
世

人
に
愛
読
せ
ら
る
ゝ
の
は
こ
の
理
が
あ
る
か
ら
だ
。『
並
木
』
の
作
者
が
紙
表
に
躍
如
た
る
よ
り
見
れ
ば
、
楽
屋
落
も
有
り
が
た
い
。
」
」

「
■
田
山
花
袋
と
も
あ
る
可
き
者
が
、
情
人
の
あ
る
女
に
惚
れ
て
、
其
揚
げ
句
が
脂
く
さ
い
蒲
団
を
被
つ
て
寝
る
と
い
ふ
に
至
つ
て
は

ア
マ
リ
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
」
（
サ
ク
ス
ト
ン
）

「
△
「
新
潮
」
で
横
山
よ
し
子
が
書
い
た
花
袋
の
弁
解
き
か
れ
ぬ
き
か
れ
ぬ
「
蒲
団
」
に
現
は
れ
た
田
山
花
袋
は
た
し
か
に
一
種
の
色

情
狂
だ
。
」

■
引
用

■

白
雲
子
「
無
題
録
」
『
読
売
新
聞
』
日
曜
附
録
、
一
九
〇
七
年
一
〇
月
二
〇
日

「
△
「
君
は
僕
を
モ
デ
ル
に
し
て
小
説
を
書
い
た
が
、
併
し
実
際
僕
の
性
格
は
君
の
書
い
た
も
の
と
は
異
つ
て
居
る
。
若
し
実
際
の
僕

な
ら
あ
の
場
合
に
那
様
こ
と
は
せ
ん
。
」
と
云
つ
た
風
の
こ
と
を
云
つ
た
と
て
、
何
も
其
が
倫
理
学
者
の
判
断
を
煩
す
程
の
問
題
を
構
成

す
る
原
因
と
も
な
ら
な
け
れ
ば
理
由
と
も
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
其
作
者
の
創
作
の
態
度
、
材
料
の
取
り
扱
ひ
方
な
ど
が
分
つ
て
一
種
の

面
白
味
を
与
へ
る
位
の
も
の
で
あ
る
。
」

　
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
好
奇
心
は
「
文
学
外
」
の
も
の
と
し
て
排
除
さ
れ
る
。

　
事
実
に
も
と
づ
い
た
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
が
事
実
を
必
要
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
好
奇
心
は
否
定
さ
れ
な
が
ら

　
　
―
―
あ
る
い
は
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
―
―
回
帰
し
続
け
る
。

藤
村
の
そ
の
後

　
モ
デ
ル
を
明
か
さ
な
け
れ
ば
問
題
は
起
こ
ら
な
い
―
―
と
同
時
代
に
繰
り
返
し
指
摘
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
藤

村
は
モ
デ
ル
小
説
を
書
き
続
け
た
。

【
資
料

】

島
崎
藤
村
「
新
片
町
よ
り
」
（
『
文
章
世
界
』
一
九
〇
九
年
四
月
、
「
モ
デ
ル
」
と
解
題
し
『
新
片
町
よ
り
』
佐
久
良
書
房
、
一
九
〇
九
年
九
月
）

　
こ
れ
は
藤
村
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
文
壇
は
雪
崩
を
打
っ
て
身
辺
小
説
、
私
小
説
へ
と
向
か
う
。「
親
友
同
志
」
が
「
諜

者
の
眼
」
で
見
合
う
時
代
の
到
来
で
あ
る
。

　
島
崎
藤
村
は
、
そ
の
先
頭
を
走
っ
た
作
家
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
彼
の
小
説
を
読
む
と
き
、
彼
の
厚
顔
無
恥

と
も
言
う
べ
き
発
言
に
対
し
て
、
作
品
の
言
葉
は
〈
書
か
れ
る
者
の
痛
み
〉
、〈
書
く
こ
と
の
恐
怖
〉
を
察
知
し
て
も
い
た

よ
う
に
見
え
る
―
―


